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論文の内容の要旨 

























 TAF-IのN末端欠損変異体（TAF-I∆N1）は TAF-Iβと同等の活性を示すことから、TAF-Iα N末端領
域が自身のヒストンH1シャペロン活性を抑制する可能性が示唆された。そこで著者は、N末端領域を
部分的に欠損した TAF-Iα変異体を解析し、TAF-Iα の N末端領域の前半 1-17アミノ酸配列が、ヒスト
ン H1 シャペロン活性を抑制する領域であることを示している。TAF-Iα の N 末端領域はβと比較し塩










用をクロスリンク法で検討している。その結果、TAF-Iα の N末端領域のみがα237-257 C末端領域と
相互作用することを示している。以上の結果より、TAF-IαのΝ末端領域が C末端領域と相互作用するこ
と、またそれはN末端領域中の塩基性アミノ酸に依存することが明らかにされた。さらに、2量体構造
をとったときにも TAF-Iαの N末端及び C末端領域が相互作用するかを、全長 TAF-Iαを用いた FlAsH
ラベル法で検討している。FlAsHラベル法では、システインタグを導入した領域が近接すると蛍光を発









 TAF-Iα N末端領域中の Lys13は、主に C末端領域中の Glu246へ近接することが示唆されている。
過去の報告から、この領域は TAF-Iのコアヒストンシャペロン活性や、アデノウイルス由来コアタンパ












 本研究は、ヒストン H1シャペロン TAF-Iに N末端領域のみ異なるα及びβのサブタイプが存在し、
TAF-Iαは、TAF-Iβと比較してヒストンΗ1シャペロン活性が弱いことに注目し、TAF-Iα N 末端領域の
機能を検討したものである。その結果、TAF-Iα N末端領域は C末端領域に相互作用することで自身の






平成 29年 3月 30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
